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「⾳の鳴る階段」で進化する⾳響空間
　最近、非常に面白くチャレンジングなプロジェクトがあった。しかもそれは⼭梨

県⾝延町からの公共事業のお声がけで、町に直接プレゼンテーション、デモンスト

レーションを行い、やってみようという事になった。⾝延中学校の⽞関を⼊った正

⾯の「⽊の⾹ホール」の階段踊り場を建築⼯事の内装材残材で製作したマザーボー

ドで⾳響化、階段そのものがスピーカーとなった。使⽤した⽊構造材は⾝延⼭久遠

寺から寄附された「⾝延⼭久遠寺境内の樹齢100年杉の原⽊丸柱」、内装材は久遠寺

の森林から伐採された間伐材で製作した。空気中を伝わる「⾳波」とボーンコンダ

クションと呼ばれる直接振動が聴覚系に伝播するので、難聴者にも聴きやすい⾳に

なる。一方向からの音では届けきれない音を、均質に近い形で空間に音を届けるこ

とができるという特徴から、近未来の難聴者社会が懸念される社会問題解決に向け

た⾳響空間といえるのではないかと考えている。

ウッドスピーカーSDGsデザイン×Stories
　ウッドスピーカーは未来都市を想定し、社会に広まってゆくことを望んでいる。

実際に某未来都市計画にも採用されている。「⽊⾳」は無垢⽊材のマザーボード（ 1

次振動）を主とし、 2 次振動側（床・壁・天井・家具）は選択の⾃由度が⾼いので、

設計者の意のままに独創的な⾳響空間の創出が可能となっている。マザーボードは

柾⽬⽊材で形成され、⾳響振動板は⽊材を基本としながら複合材料（不燃構造）に

対応できるので、空間そのものを音で包み込むことが可能になる。そして、建築残

材の再利⽤、家具や建具の再利⽤、除伐材の利⽤、ダメージを受けた森林の樹⽊、

製材時の端材の活⽤（右写真：設計者の意向で製作した⾳響振動板）などからSDGs

デザインとして様々なStoryを生み出せる。又、リノベーションでは建築物の記憶、

家族の記憶、森の記憶を響かせ、⽊材の再利⽤を繰り返すことができる循環型社会

に柔軟に応用できるものとなっている。⽊材そのものを分⼦レベルで活⽤できる未

来の技術であり、「植物化学で豊かになる未来社会」が想像できる。

100年単位で循環する森林資源の未来
　⽇本の森林問題は、戦後植林され荒廃した姿がクローズアップされいる反⾯、⼿

⼊れされた森林の樹齢100年以上の杉資源としては充実してきている。⽤途がなく

なった杉の弱点を物理的に克服した「表層圧縮⽊材」で広葉樹と同等の強度を持っ

た杉材が商品化された。この杉材には硬度が⾼い⽊材の⾳響特性があり「⽊⾳」の

⾼⾳特性劣化が改善され⾼⾳域が安定することが分かった。この進化した杉表層圧縮⽊材を利用する

ことで、森林資源の循環サイクルを生み出すことを期待している。

ーここまでインタビューしても、話はまだまだ尽きない。目指す未来は？と横濱さんに聞くと、建築

は人にやさしくあってほしいと言われた。人が心地よいと感じるもののひとつが音環境であり、空間

そのものを鳴らすと、音を耳だけでなく体で感じることができるという。それは心地よさを生み出す

と同時に、的確に音を届けるという防災的利点があったり、難聴者に聞き取りやすい放送を実現した

りと、様々な可能性がある。音を体で感じることが当たり前になる未来を想像しながら松阪を後にし

た。夕暮れの古城跡と、語られた近未来のコントラストが印象的であった。� （聞き手：黒栁　亮）

横濱⾦平（よこはま・きんぺい）
1951年⽣：建築と⼯業デザインを学びイン
テリアデザイン事務所勤務を経て独⽴、得
意分野はデザインサーベイ。1990年代から
林業政策と⽣産現場のズレに危機感を抱き
森林に寄り添う活動を開始。2005年頃から
⽊材スピーカーの研究開発（特許権取得）
に取り組み現在に⾄る。

⼭梨県⾝延町立見延中学校　階段そのものがスピーカーに

左からカフワアーキテクト御⼭隆治⽒、町職員担当者、設計事務所担当者

プロジェクターの出⼒⾳声が、どの場所でも同じように聞き取れるよう
⾳響設計された会議室

見延町の木材を確認する横濱氏（中央）
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「BOLOCO®」プロジェクト
　このような背景のなか、各家庭内で行われてきた裂織をテーマに、オリジナルプロダクトの企画・

販売、BtoBの商談会への出展、古布や古道具の回収、制作・体験工房の建設・運営などを事業とし

て行なっています。ここで、BOLOCO®プロジェクトの一例をご紹介します。

― 1 ．都市で棄てられる布を地方で活用し、
　　　世界へ届ける「シーチング・シリーズ」
　一般的に、服飾専門学校では仮縫い用の生成り生地「シーチング」が燃えるごみとして大量に棄て

られます。シーチングは元来シーツ用につくられた薄手の安価な生地で、ドレスなどを制作する際の

型紙制作後の仮縫い段階で用いられます。本縫いでは、シルクなどの仕上げ生地に置き換えられるた

め、仮縫いで作ったシーチングは廃棄されがちです。建築界隈のトレーシングペーパーと同じような

存在です。

　この大量に捨てられるシーチングを大阪の服飾専門学校と連携して回収し、ダンボール箱いっぱい

に詰めて定期的に村へ届く体制を構築しました。厚みや色で仕分け、水洗いして裂き、手間暇かけて

よこ糸にして、カラフルなたて糸をかけた織り機で織ります。これが、BOLOCO®第一弾の「シーチ

ング・シリーズ」です。

― 2 ．築100年の古民家を「泊まれる工房」に
　原村役場の近く、古民家が立ち並ぶ “農村エリア” のど真ん中に立つ空き家を改修した「タヌキハ

ウス」。前住民の逝去後、12年間家財そのまま＋ツタだらけの状態で、直す余裕はないけど心を痛め

ていた現オーナーの想いを受け、2025年春に周辺住民や地域おこし協力隊の手を借りながら「まず

は残置物の片付け」からスタートしたプロジェクトです。

　建物は、諏訪地域の八ヶ岳山麓、寒さの厳しい環境で見られる「建てぐるみ」の形態。母屋が土蔵を抱きかかえるように配置する民家のことで、冬の

出入りの利便や火災から守ることを目的に、土蔵内には当時貴重だった米や布が保管されていたようです。2025年10月に当物件を裂織の制作・体験工房

として開業しつつ、収益用途として部屋貸しも兼用しています。地域づくりに場づくりは必須であり、建築士の知見がここで生かされたと感じる瞬間で

した。

「小さなアップサイクル」がつくる未来
　昨今の環境意識の高まりに伴い、アップサイクルプロダクトを目にする機会が増えたよ

うに感じます。一方で、「棄てられるものをつかえば良い」という風潮も一部存在するよう

に感じています。例えば、捨てられる衣類を遠い異国からコンテナで運び活用する例など

は、どうしても大きなエネルギーと資本が必要になります。輸送コストやリプロダクト時

のCO2排出量など、ライフサイクル全体で捉えた場合に「真に」循環型社会に貢献している

と果たして言えるのでしょうか。

　これに対して、手しごとをはじめとする「小さなアップサイクル」は、一人から取り組

める手軽さと「資源が地域内で循環する」ことが特徴で、エネルギーロスは非常に少ない

です。ただし、ロットが極少量になること、社会的インパクトが限定的なことなど、持続

性とマネタイズの難しさが最大のデメリットだと感じます。実際、裂織の場合、制作コスト・手間が膨大、手作業でスピードがゆっくり、大きな需要に

対応できないなど、黒字化の道のりは程遠いと日々痛感しています。

　幸いにも、先般東京での商談会に出展してから、百貨店・セレクトショップからの引き合いや連携の相談を多く頂いています。本当に小さな取り組み

ですが、共感いただく方や企業が確実に増えていると実感しています。こうした「小さなアップサイクル」こそ、未来を少しずつ変えていくのかもしれ

ません。

上） 一般的に廃棄される仮縫い用の生地「シーチング」
下）シーチングを横糸に用いた「BOLO PLACEMAT」

 古民家を改修し、泊まれる工房として活用

BOLOCO ®プロダクト

内田将大（うちだ・まさひろ）
株式会社ムラシゴト 代表 　長野県原村在住、東京都出身、一級建築士／宅建士
幼少期をロンドンで過ごし、古いものを大切にする文化に感銘を受けて建築の道を志す。大学院で都市計画や地方の街づくりに関わ
り、ゼネコンで都市開発の仕事に従事。かねてから夢だった地域づくりの仕事に携わりたいと考え、原村の地域おこし協力隊として
2022年に移住。現在は地域プロジェクトマネージャー（原村第１号）として一般社団法人原村観光局の理事／事務局長を務めるかた
わら自ら起業し、原村に伝わる裂織（さきおり）ブランド「BOLOCO®」の推進や、空き家改修などを行う。
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　屋台という仕掛けを通じて、人と人、人とまちを繋ぎ、まちの未来を楽しくするような活動をされる今村謙人さんのお話を伺いに、築港ターミナルへ

訪れた。当日の築港ターミナルでは「屋台のみなとプロジェクト」が開催されており、今村さんは講師として、二日間に渡って屋台づくりから出店まで

を行うワークショップを行われていた。ワークショップ二日目となるインタビュー当日は、朝から個性豊かな屋台が賑やかに出店の準備を進めていた。

　「屋台のみなとプロジェクト」では、どのような活動をされていますか。

　今回のワークショップは、建築学生向けのキャリアサポートやコミュニティスペースを運用などされている㈱キャリア・ナビゲーションさんから、屋

台を使って港区の街づくりをしていきたいという話をいただいて参加しています。これから港区で屋台を使ってくれる建築系の学生さんたちを中心に、

港区で活動する人や屋台での活動に興味のある滋賀県の医大生などいろんな人が参加してくれていて、港区の区長さんもプライベートで屋台を出店され

ています。ワークショップ一日目の昨日はみんなで屋台を作って、二日目の今日は大阪港駅周辺の方へ移動しながら、自分達で作った屋台を使って出店

するところです。屋台のプロジェクトをやっていると、自分のお店は持っていないけれど何かやってみたいという人達が参加してくれることが多くて、

ちょっと変わった面白い人達との出会いが面白いです。

屋台の学校プロジェクト
　�屋台作りから出店までを行うワークショップ「屋台の学校」を始められたきっかけを教えてください。

　僕自身、屋台を自らやっていたこともあり、初めは屋台を作って欲しいと頼まれて屋台の販売をしていました。そうすると、屋台自体が商品だから自分で

メンテナンスしなくなるようで、タイヤの空気が抜けた時にも僕

のところに修理の依頼が来るようになっていました。屋台を使う

人が自分で屋台をメンテナンスして、アップデートできるように

した方がいいと思い、屋台を売るのではなく、一緒につくるよう

になったことが「屋台の学校」を始めたきっかけです。ただ、作

るのが結構大変なので作って満足して使う方へ繋がらなかったり、

屋台を使ってどうアップデートしていくか分からないという話も

よく伺っていたので、屋台を作った翌日に出店デビューしても

らって、使ったその場で悩みや相談をすぐ共有できるようにしよ

屋台から繋がる人とまちの未来
カモメ・ラボ代表／合同会社ルツボ代表社員／橋ノ上ノ屋台共同店主　今村謙人

インタビュアー：株式会社安井建築設計事務所　清水香澄

PROJECT FILE　05

　屋台の学校プロジェクト参加者との集合写真　©三宅愛子（kiwi）

屋台の学校プロジェクト

屋台出店の準備でにぎやかな築港ターミナル まちなかへ移動する様子
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編著「日本のま
ち で 屋 台 が 踊
る」が11月より
新版が発行。

QRコードから本書の紹介ペー
ジをご確認いただけます。

うと考えつきました。そこから屋台作りと屋台出店を二日に分けて行うワークショップを始めました。屋台は一人でやり始めると結構緊張してしまうのです

が、一回みんなで一緒にやると、楽しいし、コミュニティもできる。続けていくのにも、コミュニティが無いとなかなか続かないので、そういった人の繋が

りづくりもワークショップでは兼ねています。

　今回は大阪の港区での活動ですが、他にどのようなところで屋台の学校をされていますか。

　全国いろんなところで開催しています。そのエリアでコミュニティをつくって

くれていると、参加者がすぐに集まりますが、コミュニティが無いとなかなか集

まらない場合もあります。屋台をやりたい人はアウトプットして実践したい人で

す。ものを作っていたり、自己表現したい人達、そういう人が屋台を通していろ

んな人と繋がったりしていっています。必ずしも誰かと繋がる必要もないですが。

インプットとアウトプットのサイクル
　�何かやりたいという気持ちがある一方で、私自身もなかなか実践

まで至らず、消費ばかり続けているとなんだか疲れたと思うこと

があります。

　人間ってご飯を食べた後に排泄するというサイクルがあって、そのサイクルと

同じように、情報も取り入れたら出す必要があると思っています。そういったサ

イクルがないとお腹がいっぱいになっちゃう。だから、消費することに疲れると

いうモヤモヤは健全だと思います。今は寝転びながら携帯を見ていても、簡単に

情報を得られる世の中だから、みんなインプットから始めてしまう。むしろ、逆

にアウトプットして必要な情報を取りにいくことをお勧めしたいです。何かやっ

てみるから疑問を持つし、悩みが出てきて、本を読んだり、旅に出て新しいもの

を意識的に見るようになる。アウトプットって気軽にやりにくいのですが、屋台

だと割と気軽にできるのかなと思います。

形にこだわらないでやってみる
　�今村さんは日本だけでなく海外旅行中の旅先でも屋台をされた経験があると思いますが、海外で屋台をやった時のことをお伺いして

も良いですか。

　海外で屋台をやったきっかけは、旅のインプットに飽きちゃったから何かしたいと思い立ったことでした。屋台と言っても、旅先だったので宿にあっ

た座卓を路上に持って行って、正座しながら焼き鳥を売るようなスタイルでした。形にこだわるよりも、まずは自分ができる範囲でやっちゃっえばいい

と思えたから、思い切って実践できたのだと思います。路上に出るときは緊張したのですが、一緒に旅をしていた知り合いが映像を撮ってくれると言っ

てくれて、イベント的にできたということも、挑戦できた理由かなと思います。屋台のワークショップもいきなり路上に一人で出ていくのは難しいので、

最初はイベント的に路上に出るきっかけを作って、そこから日常に繋げていくことを考えています。

　あと、屋台で出店する時は、交通の妨げにならないとか、周りのお店に迷惑を掛けないこと、嫌な気持ちにさせないことを周知しながらやっています。

今日はお店の前で屋台をやってもいいと許可をいただき、お店の前の空間を貸してもらいました。法律や街のルールで問題ない場所でも、結局、嫌われ

ていたらできないところもあるので、自分も楽しみながら周りにも気をつかう工夫が大切だと思っています。

　あまり見た目とか形を気にせず、一回やってみると見えてくるものがあると思います。一度あの子供たちに混ざってやってみてはどうですか。

今村さんと医大生の出店者
サイコロを振って出た目の話題をするふれあい屋台

今村謙人（いまむら・けんと）
1985年生まれ。大阪市立大学大学院修了。新卒で入社した設計事務所を 1 年で
クビになり、内装や工務店、飲食店などの職に就く。夫婦で世界一周の新婚旅行
をした後、大阪へ。現在は大正区を拠点に、屋台づくりや出店のほか、社会実験
などのプロジェクトやイベント企画など幅広く手掛ける。新たに「屋台の学校」
もスタート。編著『日本のまちで屋台が踊る』刊行。

左から、スピードキュービングの実演とZINを売る親子屋台・本のタイトルは
伏せたまま店主の感想で選ぶ本屋・港区長の日本酒スタンド
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　森のある暮らしを日常にするための実験室として、かつて建具屋だった建物を改修して森ある暮らしラボ（通称：森ラボ）は始まりました(2017年)。

シェアアトリエや みんなの図書館、森の活動の拠点にもなっており、《森ラボ》は建物の名称であるとともに、取り組み全体の総称でもあります。

みんなの図書館のしくみを取り入れる� 久住一友

　森ラボを、より開放した場所にしたいと考えていた頃に本屋で手に取った《わたしのコミュニ

ティースペースのつくりかた（ユウブックス）》。土肥潤也さんが始めた《みんなの図書館》の取

り組みを知り、森ラボにも取り入れることにしました。区切られた本棚には、それぞれ本棚オー

ナーが選書した本が並んでいて、誰でも読むことが出来て、無料で借りて帰ることも出来ます。

本棚オーナーになれば《図書係》を出来る権利がついてきます。本棚オーナーに係る《義務》で

はなく、やりたい人が出来るように《権利》として図書係を存在させていることが運営に参画し

てもらう肝のようです。例えば図書係をしている人にはこんな人たちがいます。子育て世代のお

母さんが子どもと一緒に、定年を迎えた男性が新たな日常を模索するために、手作りお菓子を販

売してみたいご夫婦だったり、本のある空間が村にあることを大切にしたい地域の女性、ツアー

ガイドを仕事にする方は訪ねてくる人との出会いを楽しむために…などなど、図書係をする理由

は様々です。それぞれが楽しんで活動することが場の運営に繋がる。そんな素敵なしくみです。

　建築の面では、今に至るまで大きく 3 回に分けて改修工事をしてきました。①初期の母屋の基

礎工事を地元の大工さんに、②その後セルフリノベーションを集う人たちと数年続けてきました。

そして昨年、③みんなの図書館を始める際に、朽ちかけた離れの工事を沖本さんにお願いしまし

た。当時を振り返る沖本さんの文章からは静かな情熱が垣間見られます。

森のある暮らしを日常にするための実験室
執筆／森ある暮らしラボ　久住一友

執筆／株式会社 㐂三郎 代表　沖本雅章
インタビュアー：畿央大学　東実千代

PROJECT FILE　06

室内に水路が流れ、光と風と音が訪れた人々を優しく包む　　設計施工・株式会社 㐂三郎 ／ 写真・山田圭司郎

森ある暮らしラボ

土間のある空間に並ぶ本棚　各本棚オーナーの個性が光る

　　日が暮れると昼間とは違う空間に　　写真：山田圭司郎

久住一友（くすみ・かずとも）
木を育て森に生きる（山縣睦子著）で林業を知る。兵庫県立山の学校修了
後、養父市森林組合に就職するも 2 年半で挫折。森林公園や林業会社等を
転々とした後に独立（久住林業/2016/明日香村）。

沖本雅章（おきもと・まさあき）
工業高校卒業後に大工見習いを経て、2017年㐂三郎（きさぶろう）を設
立。木や土といった自然の素材が好きで子供が好きな大工で建築家。
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生み出さない、編み直す建築 
－土と風と子どもたちの記憶から－� 沖本雅章

　かつてここにあった建物は、湿度を抱え、光も風も届かず、いつ倒れてもおかしくない姿をし

ていました。大工としてその建物を倒すことは、まるで命を断つようで忍びなかった。けれど、

土を落としながら梁や柱に触れるうちに、その古い家が静かに語りかけてくるのを感じました。

長い時間を人とともに過ごしてきた建物には、確かに息づく記憶があるのです。そんな想いから

始めたのが、「生み出さない建築」でした。新しいものを作るのではなく、そこにある物や人の

力を編み直していく建築。土間には久住林業が管理している山の土を使い、材木はそれぞれが持

ち寄った木を活かしました。何かを “生み出す” というより、“編み直す” ことで形が立ち上がっ

ていったのです。

　週末には地域の人たちを呼び、子どもも大人も一緒に土をこね、木を組むワークショップを開

きました。泥の匂いと木の香りが混ざり合い、笑い声が風に乗って広がっていく。気づけばそ

こには、もうひとつの “家族” のようなつながりが生まれていました。僕たちが目指しているの

は、そんな心の通うコミュニティ。特に、子どもたちがこの場所を軸に、地域と自然に触れなが

ら育っていけるようにしたいです。

　土間は三和土（たたき）仕上げ。吹きぶった雨はそのまま大地に染み込み、裸足で歩けば大地

と呼吸を交わすような心地よさがありアーシング効果をもたらす。床下をなくすことで湿気のこ

もる空気溜まりを減らし、木材に風があたり、家全体が深く呼吸するようになりました。もとは

二階建ての建物に、中二階を加えました。中央にはシンボルとなる栗の柱。子どもたちが木登り

をするように、その柱を回りながら登っていく。階段を上がりきった瞬間、ぱっと光景が変わ

り、目の前に新しい世界がひらける。中二階はスノコ状にして、風や光が抜けていく。その下と

上とが、音と空気でゆるやかにつながるようにしました。二階にたどり着けば、そこは小さな秘

密基地。誰にも邪魔されずに心を休められる場所です。

　建築を進めながら、ふと子どもの頃を思い描く。木に登り、竹を切って竹馬を作り、水鉄砲で

遊んだ日々。そこにあったのは、与えられたものではなく、自分の手で生み出す喜びでした。そ

の記憶が、この建築の原点になっています。

　この場所が、子どもたちに新しい遊び場を、大人たちに子供の頃の無邪気な胸の高鳴りを取り

戻す場を―そう願いながら、今日も土と木の匂いの中に身を置いています。

どんな未来にも対応できるように� 久住一友

　森ラボでは今までに、まちづくりの先進事例や森づくりの話など、地域住民と聞いて語り合う

場を開いてきました。また活動は室内にこだわらず、近くの平田の森（私有林）では、森づくり

と美術教室を掛け合わせた森ラボbatonを開催したり、地元の子に開放したりもしてきました。

様々な取り組みをしてきたのは、かつてスイスのフォレスターが話していたことに影響を受けて

います。「100年後の予想は出来ても、正解は100年後にならないと分からない。だからどんな未

来がやってきても対応できる森（選択肢が複数ある森）を育てるんだ。」これは森づくりに留ま

らず、建築やまちづくりにも共通する考え方です。

　もう 1 つ大切にしているのは、地域の人（ここでは住民と、仕事や活動で関わっている人、と

する）に向けた取り組みであること。それは今も、この先も、この地で多くの人たちが生き、文

化を、未来をつくっていく人たちだからです。地域の未来を人任せにするのではなく自分たちで

考え行動する。そんな地域になるといいな、森ラボのその先に。

　ワークショップで栗の柱を窓から担ぎ込み立ち上げた

地域の左官職人（85歳）に教わりながら竹小舞を補修する

2 階へ登る細い梯子を恐る恐る楽しむ　　写真：山田圭司郎

平田の森で竹を間引く地域の子どもたち（森ラボbaton）
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　10月の爽やかな秋晴れの日、私たちは奈良県御所市にある葛城山麓醸造所へと車を走らせた。登坂の山麓線を進むにつ

れ、標高が徐々に上がってゆくのがわかる。まだ汗ばむ陽気であったが、道路脇のあちこちに咲く彼岸花、周囲にふと視

線を向けるとスイスイ飛び回る蜻蛉たち―季節の移ろいを感じる瞬間だ。細い脇道に車を進めながら、清らかな山水の

流れる音に、目的地はもうすぐだと確信する。と、その瞬間、棚田の真ん中に建つ醸造所、通称「山麓蔵」が私たちを迎

えてくれた。工場と呼ぶには何かが違う、見事なまでに景観に呼応した外観デザインと独特のたたずまいに、一瞬にして

心を奪われた。ご挨拶もそこそこに、酒を搾る槽（フネ）を再利用したヒノキの重厚な扉を開いて室内に入った途端、大

きな窓ガラス越しに一面に広がる棚田、日の光に輝く豊かに実った稲穂、その先に連なる山の稜線―日本の美しい原風

景が目に飛び込んできた。しばし言葉を失った。この素晴らしい景観を、地域の生業を未来につなぐために奮闘する人た

ちにお話を伺った。

棚田は存続の危機に
　油長酒造は御所まちで1719年に創業し、1998年に12代目山本長兵衛が「風の森」ブランドを立ち上げた。現在は13代目が継承している。「風の森」と

いう名は、棚田が広がり風の吹き抜けるこの地形に由来する。古事記や日本書紀にも記載され、風の神「シナツヒコ」を祀る風の森神社がある土地だ。

標高400ｍに位置するこの地には灌漑用水が届かないため、山から湧き出た山水のみで

稲作を行う。しかし、棚田は 1 枚あたりの面積が小さく、畦は急斜面で機械作業も困難、

草刈りや機械の操作は「曲芸」のような危険と負担を伴う。近年では農家の高齢化や生産

性の低さから耕作放棄地が増加し、持続可能性に深刻な問題を抱えている。そのような

中、地域景観の維持や経済循環に寄与する小規模拠点として計画されたのが、この山麓蔵

である。女性二人でもオペレーション可能な小ロット醸造施設として、周辺の棚田から

収穫された「秋津穂米」のみを使った特別な日本酒「S風の森（エスかぜのもり）」を醸

造・販売している。特筆すべきは、ここが単なる酒造りを目的とせず、地域課題の改善に

向けた取り組みの一環として機能する拠点だということだ。そう話してくれたのは、山麓

蔵の醸造責任者、中川悠奈氏である。

里山を100年先につなぐ
株式会社葛城山麓醸造所 所長　中川悠奈

吉村理建築設計事務所 代表　吉村　理
インタビュアー：畿央大学　東実千代　　　　　　

積水ハウス株式会社　佐々木琉偉

PROJECT FILE　07

葛城山麓醸造所（通称：山麓蔵）2024年竣工　　撮影　吉村　理

葛城山麓醸造所

棚田の風景　黄金色の稲穂を彼岸花が縁取る　　撮影　佐々木琉偉

山麓蔵の入り口　重厚な扉と杉玉
撮影　佐々木琉偉
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風の森里山コミュニティ 　人を巻き込む力
　最初の取り組みは、棚田の援農イベントだったという。初年度は30人、 2 年目は80人、その後も100人超と年々参加者が増え、今ではキャンセル待ち

が発生するほどに。募集は天然の山水を活用した無農薬栽培に 9 年前から取り組む農家、杉浦英二氏のFacebook配信によるものだ。酒販店と「風の森」

ファンを招く参加型イベントでは、手植えの田植え、除草、稲刈りを行い、その米だけでタンク 1 本を仕込む。イベント後の振る舞い酒や地域の景観・

空気感が参加者の満足度を高め、NPO法人の立ち上げにもつながった。「風の森」と土地の魅力、そして人を巻き込む力を持つキーパーソンの存在が、山

麓蔵設立の大きな推進力となったという。

　新たなスキームとして、農家の手取りを増やし、それを起点として里山保全の輪を広げる仕組み

が作られた。酒販店は里山を応援するために米を農家から適正価格で購入し、蔵がその米を預か

り、特別な風の森に仕上げる。消費者は応援行為が地域貢献につながることを理解し、応援金を含

んだ価格で購入する。この特別な日本酒のラベリングは独特だ。一般的な「精米歩合」でなく、里

山・農業・地域の未来への貢献度で価値を示す新基準「未来酒度」を星の数で表現する。JAの等級

や流通に依存せず、農法や地域貢献を価値基準にするという方針だ。日本酒発祥の地・奈良で、日

本酒を主役に景観と農家の持続可能性を追求する新たな取り組みとして注目される。

　仲間との好きなものを介したつながりが支える仕組み。好きなお酒を愉しみながら、来年もまた

このお酒を飲みたいから農家を、醸造所を応援したい―自然にそう思うのだ。このコミュニティ

には「里山保全」という言葉からイメージする義務感や負担感は存在せず、楽しみながら面白がる空気感にあふれている。

景観に新たな価値を創出　－稲穂とシンクロする木構造美－
　吉野杉と真っ白な漆喰のコントラストが映える山麓蔵。棚田と対峙するように並んで

いる柱は「稲穂構造」と呼ばれているそうだ。この名付け親である設計者、吉村理氏に

お話を伺った。

　景観に馴染むデザイン性と揺れに対する抵抗性を両立させるため、柱の表裏が対称と

なるよう構造設計したそうだ。なるほど、室内で天井を見上げると、吉野杉の稲穂に包

まれるような雰囲気を感じたのはそのためだったのか。床材は奈良の元興寺で使用され

ていた平瓦（瓦塼：がせん）、室中央の大テーブルの天板は酒蔵で搾り器として使用さ

れていたヒノキ材だという。よく見ると天板には抽出された酒が通る溝が残っていて、

実に趣がある。この空間は新しいものと古いものが心地よく共存し、訪れた人を穏やか

に包む空気に満ちている。驚いたことに、特別な日本酒「Ｓ風の森」が陳列されている

木製棚は可動式（秘密のドア）で、ゆっくりと開けると、醸造工場に直結していた。

　山間の小規模醸造所の設計・建設は前例が少なく、開発許可や農地転用などの審査

に何年間も要したそうだ。一般的には建築は景観を破壊する行為とされるが、ここは

どうだろう。むしろ、元ある景観に新たな息吹が宿ったかのようだ。地域の持続可能

性という観点からみた今後の開発行為のあり方に一石を投じる好事例といえよう。

　この場所を訪ねて良かった。明日もまた頑張ろうという気持ちになった。里山を

100年先につなぐ、その思いを共有する仲間が集い、訪れるたびにその魅力を再認

識する。この建物－山麓蔵が風の森里山コミュニティの核となり、人々を繋いでい

ることは間違いない。

中川悠奈（なかがわ・はるな）
1991年 奈良県出身。
2014年 同志社女子大学卒業後、油長酒造株式会社に入社。
2017年～2024年「風の森」醸造責任者。
2024年～新設された葛城山麓醸造所 所長として勤務。

吉村　理（よしむら・ただし） 
1975年 大阪府に生まれる。2000年 京都大学大学院修士課程修了。
2000～2005年 團紀彦建築設計事務所勤務。
2008年 吉村理建築設計事務所設立。2023年～京都芸術大学大学院特任教授。 
2025年～畿央大学健康科学部人間環境デザイン学科教授。

風の森里山コミュニティのしくみ
画像提供　中川 悠奈

木製棚の一番左が「秘密のドア」このすぐ裏側が醸造工場とは驚きだ
撮影　佐々木琉偉

稲穂構造の柱が並ぶテラスと豊かに実った秋津穂米
このテラスで棚田の風景を眺めながらの一杯は格別だろう

撮影　佐々木琉偉



38

　秋の気配が感じられ始めた10月 9 日、東京・表参道にある「松葉屋茶寮・方舟GALLERY」を訪れ、代表の芝幸太郎氏、店内の茶室「緑閑庵」を手掛け

た建築家・椿邦司氏にお話を伺った。店内は、黒の漆喰壁により静けさと落ち着いた雰囲気で統一されていた。茶の香りが漂うなか、盆栽を目で楽しみ、

生きた鈴虫の音色で秋を感じた。「松葉屋茶寮・方舟GALLERY」では、お茶・盆栽・器・菓子など、五感を満たす日本文化を提供しつつ、遮音性が高く、

心安らぐ茶室をサウンドトリートメントによるメディテーションルームとして設え、脳科学との融合も図っている。日本文化発信の最先端で「未来」を

伺った。

今の時代に生きる形
　「松葉屋茶寮・方舟GALLERY」をどのような思いで経営されていますか。

（芝氏）私たちは「松葉屋茶寮・方舟GALLERY」で、日本文化の伝統や技術、美意識を現代社

会に調和させ、次世代へ継承する活動を行っています。特に高齢化による後継者不足や気候変動

で失われつつある日本の技や価値観を、単なる保存ではなく今の時代に生きる形で再生させるこ

とを目指しています。お茶、器、工芸品、食などの商品を通じて、生産者や職人の背景やストー

リーを伝え、日本文化の本質的な価値を再構築し、新たな市場を創出したいと考えています。ま

た、文化の継承や地域活性化、持続可能な社会づくりに貢献するため、地方の課題を東京で支援

し、日本全体や世界と地域をつなぐ役割を果たしていきたいと考えています。

五感を満たすメイドインジャパン「継承と革新」
株式会社One&Presence Holdings　代表取締役　　　　　　
株式会社グラッシーズ　　　　　　 代表取締役　芝　幸太郎
有限会社椿建築デザイン研究所　　 代表取締役　椿　　邦司

インタビュアー：UR都市機構西日本支社　神田　健吾

PROJECT FILE　08

松葉屋茶寮・方舟GALLERY

お月見に合わせて、期間限定のススキが中央に
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日本人のDNA・外国人のための「立礼」
　なぜお茶を選んだのでしょうか。

（芝氏）お茶というのは、一番ごまかしのきかない食材なんです。収穫したものをそ

のまま煎じて飲むため、味や農薬の有無などがダイレクトに体に影響を与えることか

ら、品質が重要です。コロナ後の世界的な抹茶ブームもあり、日本の茶産業が注目さ

れていますが、生産や加工が追いつかない現状があります。これを一過性の人気にと

どまらせず、日本の産業を見直し、発展させる必要があると考えています。そのた

め、作り手や売り手の流通だけでなく、現代社会の生活にお茶をどう取り入れるかを

提案することが重要であると考え、最初の商品としてお茶を選びました。

　茶室「緑閑庵」にはどんな思いが込められていますか。

（芝氏）設計に入る際、限られた空間でありながら、狭さを感じさせず、心が静まる「特別な場所」にしたいという私の思いを、椿先生に最初にお伝えし

ました。この空間はなにか特別な施設に限定されるものではなく、日常的な空間にも再現可能な “現代の茶室” としての役割を担っています。椿先生は

余白の美や素材の質感を活かし、光、音、香りまで計算した空間を創り上げ、からだ全体でそれらを感じるような空間に仕上げてくださいました。実際

にお客様の反応として、海外の方からの人気ももちろんありますが、日本の方からも「日本人のDNAが目覚める感覚がある」という感想をいただいてお

ります。

（椿氏）この茶室「緑閑庵」は利休の待庵よりも狭い、一畳という非常に限られた空間です。伝統的な茶室の要素がありながらも、遮音性を高めることで

独特な空間とすることができました。また、伝統的な茶室のスタイルを受け継ぎつつ、現代社会に溶け込むようアレンジを私なりに加えています。例え

ば、入口は少し頭をかがめて入るようにして、中は腰掛け待合のような設えにしています。日本の方々だけではなく世界の方々にも文化を伝えるために、

畳ではない空間として「立礼」の要素を取り入れています。このような茶室はマンションの一室やオフィスにも設置可能で、心のゆとりやおもてなしの

場として活用できるため、現代のライフスタイルに新たな価値を提供する可能性を秘めていると考えています。

　空間を緩やかに仕切る御簾

「嗅覚」部屋の隅々にお茶の香りの仕掛け 「味覚」素材にこだわったお菓子は上階で生産「触覚」素材感を生かした設え

「視覚」目を楽しませる盆栽 「聴覚」音でも空間を演出
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価値あるものを残すために都心で発信を
　東京・表参道の立地をどのように意識していますか。

（芝氏）「骨董通り」という歴史ある街にふさわしい、古き良き日本の情緒を感じられ

る場所を作りたいと考えました。同時に、現代社会に生きる人々の暮らしや感性に寄

り添い、日常の中でふと立ち寄れる空間を目指しています。伝統と現代が自然に交わ

る空間を作り、日本文化を五感で楽しめる店づくりを進めています。東京では多様な

文化が混在しているため日本文化を感じづらいこともありますが、この場所では京都

や地方を訪れたような感覚を味わえます。

（椿氏）日本の伝統文化や銘木の価値の理解を広めることは、その「価値あるもの」

を残すことに直結します。そのためにも価値あるものを若い世代に響く形で発信する

必要があります。また、壁職人や建具屋、数寄屋大工といった伝統技能のある職人の

減少についても同様です。発信力・影響力のある芝社長の活動は、若者に日本の伝統

文化が「かっこいい」と感じさせてくれる空間やライフスタイルを提案することで、

伝統文化への関心を高めることに大きく貢献できると思っています。

　商業空間と茶室をどのように融合させましたか。

（芝氏）茶道空間の「静けさ」「余白の美」「陰影」を現代の商業空間に融合させるこ

とをテーマに椿先生に設計をお願いしました。椿先生には、伝統の形式をそのまま再

現するのではなく、光、素材、香り、音など五感を通じて日本らしさを感じられる空

間を作っていただいたと感じています。そのおかげで商業施設としての機能性を保ち

ながら、訪れた人が一息つけるような静寂やゆとりを感じていただけるような空間に

なりました。

（椿氏）お茶の世界では伝統や作法を守ることが重要ですが、それだけを若い世代や

海外の人々に押し付けても理解されにくい現状があります。伝統文化を未来につなぐ

ためには、新しいチャレンジやテイストを加え、商業空間でのマネタイズも含めた多

角的な取り組みが必要です。千利休は400年前に茶室に革新を起こしましたが、それ

も400年経てば伝統です。「伝統と革新」を本気で実践し、未来を見据えた取り組みを

進めることで、400年後にも日本の伝統が存続する可能性を高めることができると考

えています。

健康寿命と最新技術
　茶室をメディテーションルームにする発想にはどんな経緯がありましたか。

（芝氏）私たちが最も大切にしているテーマのひとつが「健康寿命の延伸」です。テスラ取締役であり、スペースXなどの創業メンバーでもあるキンバ

ル・マスクとともに、アメリカで都市型農業の開発に取り組んでいます。光や酸素濃度を制御した輸送用コンテナの中で作物を育てることで、農薬や殺

虫剤を使う必要がなく、地域の気象データに基づいて土地特有の香りや歯ごたえを再現できます。さらに、光合成を必要としない暗闇トマトのような新

しい栽培技術を開発し、農業が困難な地域や宇宙空間でも生産できる仕組みを構築しました。これらの技術はクラウドで環境データを共有し、世界中で

同じ品質の作物を栽培することを可能にしています。気候変動や農業の担い手不足といった課題に対応し、食料安全保障にもつながるプロジェクトです。

昨年末には日本法人を設立し、来春には東京にR&D施設が完成する予定です。

「緑閑庵」：入口は低く作られている

　「緑閑庵」：中は腰掛け待合のような設え。靴のまま入れる茶室

サウンドトリートメントによるメディテーション（公式HPより）
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　その仕事を通じて、私は日本各地の農家を訪ね歩きました。そこで見えてきたのは、後継者不足や人口減少といった、地域が抱える深刻な社会課題で

した。農家だけでなく、その周辺文化を支える職人や生産者たちも同じ悩みを抱えていたのです。このままでは、日本の豊かな文化や技術が失われてし

まう―。そうした危機感から、「価値ある日本文化を継承し、未来へと発展させたい」との思いが強まり、松葉屋茶寮・方舟GALLERYを開業すること

にしました。ここでは、日本文化の美しさを表現し、農家や職人の魅力を発信する場として活動を続けています。また、「食」による健康づくりに加え、

心の健康にも着目しています。脳外科医を取締役に迎え、脳をリラックスさせる「YAKUZEN ONGAKU（薬膳音楽）＊」を開発しました。現代人が抱え

るストレスや睡眠障害をやわらげ、心身の調和を取り戻す新しいアプローチです。通常、茶室には音楽がありませんが、湯の沸く音や茶筅の音に穏やか

な旋律を重ねることで、静けさの中に癒しを生む新しいメディテーション体験＊＊を提案しています。都心にある「緑閑庵」では、この “静けさの中の調

和” をテーマに、五感を通じた癒しの空間を提供。リピーターも多く、睡眠改善や時差ボケ調整を目的に訪れる海外の方も増えています。禅の思想や日

本的な間の美しさが、今、世界でも高く評価されているのです。私たちは、伝統と革新を結びながら、人々の健康と心の豊かさを育む未来を創る―。

その想いを胸に、これからも日本から世界へ、新しい価値を発信していきます。

＊　　�医師の監修のもと制作された音楽を用いて脳の休息を促進し、自律神経を調整。脳のリラックスやストレス軽減を最大限に促進する。

＊＊　�深い内省状態に導かれ、心の平静と集中力が高まり、ストレス解消、睡眠の質改善、新進の健康促進などの効果が期待できる。

メイドインジャパンをトータルでプロデュース
　最後に、どんな「未来」を創造／想像していますか。

（芝氏）「メイドインジャパン」が大事なキーワードです。「松葉屋茶寮・方舟

GALLERY」は、日本の文化や美意識を世界のスタンダードに押し上げることを目指

しています。農業を起点に、良質な食材、器、茶、空間設計、季節の体験、作り手の

ストーリーなど、メイドインジャパンの価値をトータルでプロデュースし、国内外に

発信することで新たな価値を創造したいと考えています。この「トータル」っていう

のはただの商品だけではなくて、季節ならではの体験、空間の設え、ストーリー、作

り手さん、産地、学びなどを一体で設計した「世界観」を発信していきたいです。そ

して、この取り組みを通じて、日本の若者たちが日本文化を背負った仕事に魅力を感

じてほしい。我々は、それに対して経済性のあるマーケットを形成する支援を行い、

伝統文化を未来へつなぐ役割を果たしたいと思っています。

（椿氏）芝社長が言われたように「メイドインジャパン」という日の丸を背負って世界に立っていく若者がどんどん増えるというのが大事。楽しいことは

エネルギーが自然と出ます。緑閑庵のような、楽しくてパワーが出る仕事こそが大事で、今回、芝社長とこの仕事ができて本当にありがたいと思ってま

す。

芝　幸太郎（しば・こうたろう）
株式会社One&Presence Holdings代表取締役、株式
会社グラッシーズ代表取締役、高知県観光特使。高
知県生まれ。食・エンターテイメント・環境・文化
保全や地域社会への貢献活動を中心に国内外で様々
な事業を展開。持続可能な社会の実現にむけ、文化
の継承と創出に努めながら、環境に配慮した事業運
営を行う。
松葉屋茶寮では「不易流行」を軸に、日本文化の新
たな価値創造と、伝統と革新が調和した体験の提供
に取り組む。

　茶釜がある素敵なテーブル席で取材させていただきました

椿　邦司（つばき・くにじ）
1960年 7 月 4 日　千葉県神崎町生まれ
茶室建築家・茶道家
高校卒業後ロサンゼルスへ、ロバート・クラウダ・
アソシエイツとの出会いで建築の世界へ
帰国後建築を専門学校で学び直し、フォルマ･デザイ
ン･スタジオを経て、1991年有限会社椿建築デザイン
研究所を設立。「バランス」と「心地よさ」をテーマ
に自然に溶け込む建築空間を造り続けている。
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　私たちが関わるオフィスデザインをはじめ､クリエイティブ領域では慢性的なリソース不足が課題となっています。デザイナーに求められる役割は

年々､多様化・高度化しており､それに伴って業務負荷は増え続けています。従来の「表層のデザイン」を担う役割から､課題解決・事業成長・ブランド構

築などへシフトし､より上流工程で戦略的に表現を行う役割へと職能の範囲を広げています。

設計領域におけるAIの活用
　AI技術の急速な進展により､クリエイティブ分野でも活用が加速度的に進んでいます。

　特に画像生成技術の進化は目を見張るものがあります。これまでイメージパースを作成するためには､3Dモデルを配置し､素材やライティングを設定し

てCGを作成していました。しかし生成AIを活用する場合､ホワイトモデルやスケッチをもとに､デザイナーが思い描く空間をレンダリングレベルで生成す

ることが可能になっています。スケッチやモデリングデータを活用できることで､プロンプトを作成するよりも直感的で､活用のハードルが大きく下がっ

たと感じます。さらに､この技術を応用して画像関連の技術は今後も進化すると考えられます。

　また､過去の提案実績からコンセプトやストーリーを生成する取り組みも始まっています。暗黙知であるデザイナーの思考や成果物を､多くの人が活用

できる仕組みが整いつつあります。インハウスデザイナーの実績やノウハウを利活用することで､企業全体の競争力を高めることも可能です。

　AIに関するサービス全般に言えることですが､特に汎用性の高いAI開発は急速に進んでいます。その一方で､ニッチな機能（特定の市場やシーンをター

ゲットにしたものや､開発に際して特殊な知見を必要とするもの）の開発は難しく､本格的に活用にはもう少し時間がかかりそうです。

オフィスレイアウト自動生成の目的と展望
　オカムラが開発した「Work Space Creator」は､オフィスプランのイメージを生成するシステムであり､素早くオフィスプランのイメージを可視化でき

ます。一般的なニーズがある領域とは言えず､非常に限られた領域を対象とした生成AIとなっています。

　オフィス構築の初期段階では､設計要件が明確でないことも多くあります。たとえば､入居先として複数のテナントを検討している場合や､社屋を新築す

るが建築設計がまだ始まっていない場合､オフィス構築そのものの実施を判断している場合など状況は様々です。そのような段階において､イメージの可

視化は非常に重要です。イメージを共有することで認識を合わせ､プロジェクト方針や要件決定の議論を加速させることができます。

クリエイティブ領域におけるAI設計支援の進化と未来展望
株式会社オカムラ　若尾正仁

PROJECT FILE　09

Work Space Creator
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　特に最近のオフィスづくりはプロジェクトチームが推進

することが増えており､メンバーがインテリアや建築設計

に関する知識を豊富に持っているとは限りません。生成さ

れたレイアウトを起点にメンバーとのコミュニケーション

を円滑に進めることができます。AIだからこそ実現できた

短時間での可視化と､誰でも使えるUIにより､設計要件の整

理・具体化・共有にかかる時間を大幅に短縮できます。

　これにより､私たちデザイナーはオフィスのあるべき姿や

働き方の検討､空間デザイン業務といった本質的な業務によ

り多くの時間を充てることができ､結果としてお客様に丁寧

で価値の高いサービスを提供することが可能となります。

人間とAIの協働による設計プロセスの再定義
　これまではプロジェクト初期段階に､デザイナーが精度の高いスタディを作成し､顧客とのイメージ共有や意思決定に活用してきました。当然､精度の高

いものを作成するために多くの工数を割いていました。そのため､提出までの期間が長く､スタディ以上の付加価値という側面では物足りないものでした。

　「Work Space Creator」の活用が進むことで､従来はデザイナーにしかできなかった業務の一部が非デザイナーでも実現可能となります。プランニング

を検討するための議論の土台となるビジュアライズは､誰でも素早く行えるようになります。物件初期段階では､スタディの精度よりもビジュアル化のス

ピードや複数の可能性を検討することが重要です。ビジュアル化された成果物を基にコミュニケーションを取りながら空間構成を検討し､その場で可否の

判断を行うことで､議論を迅速かつ深く進めることが可能となります。

　デザイナーは､お客様の潜在ニーズを引き出すことや､言語化が難しい内容を整理・言語化し､道筋を立てることが求められます。これらは現時点の技術

ではAIによる代替が難しく､まさにクリエイターの本質的な業務領域です。

AI導入の課題
　AIの導入により､デザイナーの業務負荷を軽減できると考えています。AIを活用することで､非デザイナーでもクリエイティブな表現が可能になり､ス

ピード・コミュニケーションの質・提案の質といった全ての面で提供価値を向上させることができます。

　一方で､AIだけではデザイナーの良心まで表現することはできません。デザイナーは誰しも設計に際して何かしらの心情や価値観を持っています。設計

を行う際の思考プロセスや優先順位は､デザイナーごとに異なります。汎用的なAIでは､そのような特徴を持たせることは難しく､多くのユーザーが使う

ツールである場合､誰もが妥当だと感じられることが必要であり､偏りは好ましくありません。

　現時点ではAI任せにするのではなく､設計者が自身の良心に従い､AIの生成物を活用していくことになるでしょう。

今後の展望と課題
　確実に言えることは､私たちの業務の中にはAIが得意とする領域が存在し､その部分では今後も急速に活用が進むと予想されます。クリエイティブ領域

で活動する私たちは､AIと対峙するのではなく､単に利用するのでもなく､AIと人が協力することでしか生み出せない新たな価値を創造することが重要だと

考えています。

　私たちデザイナーは､デザインすることの意味や価値を明確にし､それを確立していく責任があります。AIを活用しながら､これまでにない新しい領域を

切り拓いていくことができれば､非常に意義深いことです。

Work Space Creatorの操作画面

若尾正仁（わかお・まさひと）
2006年 入社
オフィス､金融店舗のスペースデザイナーを経て､デザイナー向けのAI開発に従事
培ってきたデザインのノウハウを､課題解決や新たな価値創造に活用し､より良い未来をデザインしていくことをタスクとしています。
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入することにより、リフレッシュ空間として甦らせた。

　改修特有の取り組みとして既存の日射遮蔽ルーバーや窓ガラスの再

利用を行い、リユース・リサイクルと旧本社ビルのレガシー継承にも

努めた。

　改修工事を行う上で問題となる遵法性に関して、竣工以降手を加え

られたことによる違法状態の部分は、今回の改修によりすべて解消し

た。今回の改修工事は確認申請を必要としない工事のため、既存不適

格部分について改修が困難な部分については既存不適格のままとして

いる。耐震性能上は、耐震診断した結果現行法規で求められる耐震性

能を有することが判明したため、旧耐震基準の時期に建てられた建物

でありながら耐震改修は行っていない。

■ZEB化と既存建物を使い続けることによる
　ホールライフカーボンの削減
　様々な環境技術の組み合わせを採用することによりエネルギー消費

を抑え、建物の運用上排出するCO2（オペレーショナルカーボン）は、

標準的な同規模オフィスの基準値と比較して約42％となった(BELS＊ 1

基準による試算）。さらに既存建物をそのまま使い続けることで「エン

ボディドカーボン」＊ 2 を削減し、仮に竣工当時の建物同等に建て替え

た場合と比べて約40％「ホールライフカーボン」＊ 3 が削減できた。（50

年を評価期間とする。）

■「ゼノベ」プロジェクト始動
　不動産の環境性能向上と経済性の両立を実現
　現在国内のオフィスビルストックのうち、築年数20年以上のものが

大都市圏＊ 4 では約70%を占める。一方2030年までに事務所等の業務部

門におけるCO2削減目標は2013年度比で51%であり、不動産業界にお

けるネットゼロ達成には、既存オフィスビルの環境性能向上が不可欠

となっている。株式会社日建設計、株式会社日本政策投資銀行、DBJ

アセットマネジメント株式会社は、環境性能と経済性の両立を目指し、

「ゼノベ」に取り組み、今回第一号案件として実現した。

　「ゼノベ」は、今回の手法のような環境改修の普及と持続可能な再

生モデルを提示することで、他の多くのビルへの水平展開を可能にす

る試みである。本プロジェクトは、2050年のネットゼロ実現に向けた

既存ビルの環境性能向上という喫緊の課題に対する重要な一歩となる。

＊ 1 　BELS：Building-Housing Energy-efficiency Labeling System
　　　建築物省エネルギー性能表示制度
＊ 2 　エンボディドカーボン：新築・改修・解体時に発生するCO2排出量
＊ 3 　ホールライフカーボン：建物が一生のうちで排出するCO2

＊ 4 　東京都区部、名古屋市、大阪市のデータ

こたに・ようじろう

1986年株式会社日建設計入社
現在に至る

　12月号の法令コーナー巻末の幹事寄稿については、2023年12月か

ら始まっており、今回で 3 回目になります。意欲的な法令コーナーの

寄稿で、 1 ページに収まらないといったときの余白を利用させていた

だいています。今回は、せっかくの機会なので、この法令コーナーが

いつから続いているのかを、すこしだけ調べてみました。

　日本建築協会ホームページの過去記事検索で、「法令コーナー」を

入力すると、1967年10月号が一番古い記事としてヒットしました（当

時は法規委員会で企画されており、「法規委員会」で検索すると、法

令コーナーという表題ではありませんが、法令に関する情報記事は

1954年10月号以降でも確認されます。※2025年10月寄稿時現在）。

　記事の内容も非常に興味深く、新法令の紹介にとどまらず、建築法

規の問題点、疑義・論争などの掲載もあり、協会誌『建築と社会』の

資料的価値は高いと改めて感じました。

　すべての記事を確認できていないので、いつから始まったかは定か

ではありませんが、少なくとも、すでに半世紀が経過しており、この

記事の企画に、法令分科会委員・オブザーバーの皆様と協力して携わ

らせていただいていることを光栄に思います。

　また、読者から、法令コーナーにおいて取り上げてほしいことがあ

れば、ご連絡いただけると幸いです（取り上げることができるかどう

かは、内部の調整、執筆者の依頼等の諸事情で、お約束できるもので

はないこと、ご了承ください）。

　会員の皆様は本会ホームページより、協会誌『建築と社会』の過去

分は閲覧可能です。

� 2025年度　法令分科会幹事　河野　学

　2025年を終えるにあたり、次に記す法令コーナーご執筆者各位に

お礼申し上げます。ありがとうございました。（敬称略にて記載）

神戸市：磨家孝明（ 1 月号）・折原武久（ 9 月号）、国土交通省：政

策統括官付地理空間情報課（ 2 月号）・杉野友香（ 4 月号）・杉田雅

嗣（11月号）、京都市：中島吾郎（ 2 月号）・井上慎也（ 6 月号）、広

島県：危機管理監危機管理課（ 3 月号）、米子市：片山麻由（ 5 月

号）、株式会社ユーデーコンサルタンツ：山口信一（ 7 月号）、国立

研究開発法人建築研究所：宮内博之（ 8 月号）、株式会社綜企画設

計：今川与志雄（ 9 月号）、三菱UFJリサーチ&コンサルティング株

式会社：藤木泰斗／秋元康男（10月号）、株式会社日建設計：小谷陽

次郎（12月号）
























